
寒の戻りの多かった３月ですが、春分の日も過ぎ陽が沈むのは随分と遅く
なったように感じます。風が冷たい日もあり春まだ浅い感はありますが、
園庭の木々の芽も確実に膨らんできていました。 
本当に明るくて伸び伸びとした１３人の子供らしい子供たちが、それぞ

れの小学校へ巣立っていきました。別れの３月、何やらさみしい・・・・。 

 

読書活動を進めたいわけ ＜その２…学力の基礎＞ 

－小学校につながる言葉の力や豊かな想像力の素地を育てたい－ 
鳩山幼稚園の特色ある取組の一つとして読書活動に力を入れてきました。ピジョっこの１０月号に、読

書（読み聞かせ）活動を進めたいわけ＜その１＞として想像力の育成を述べましたが、『本を読むこと』

の大切さを実感した根幹にあるものは、まずは子供たちの言葉の数を増やしたい。と考えたからです。 

かつて、高学年の国語の授業を参観した際、授業の構成もよく考えられ、子供たちも一生懸命考えてい

たのですが、1時間の授業のまとめで登場人物の行動に対し、授業をした教師が子供たちの考えや感想を

聞くと「〇〇は、がんばったと思います。」「〇〇はすごいなと思います。」など、同じような反応ばかり

かえってきました。それは子供の表現力を支える言葉の数(語彙数)が少ないため、自分の思いや考えを

的確に表現できなかったのではないかと思いました。語彙を増やすには読書が有効だといわれています。

幼少期から本に親しんでいくことで、子供たちの言葉への意識の素地を育てていきたいと考え、読書活動

を進めてきました。 

また、毎年４月に行われている全国学力テストでも、読書が好きだったり、新聞をほぼ毎日読んでいたりする子供

たち(児童生徒)ほど、高い正答率であり、それは算数・数学や英語にも言えるという結果が出ています。 

読書をすることで、心を育てると共に言葉の力を育て、考える力が培われていくと思います。鳩山幼稚

園では『読書活動』をこれからも続けていきます。小学校へ進学する子供たちも読書の習慣を続けていっ

てください。そして、自分の考えを自分の言葉で表現できる子供になって欲しいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ちょっと緊張 

 

 

 

 

 

 

手話付きです 

 

すごい風でしたが何のその 

  

 

 

 

 

 

 

肥料と肥料の間に置いてね 

ネギも植え替えました 大きくなあれ！みんなもやって！ 

 

おやつ、おいしい！ 

おいしい！おかわり！ 

 

 

 

しょうがっこうへいこう 

 

 

 

 

 

応接室でお別れ給食 

 

 

 

にじ組さんありがとう 

 

 

 

 

にじ組とドッジボール大会 

 

卒園式 


